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衆
議
院
議
員
石
田
真
敏
君
提
出
内
閣
官
房
専
門
調
査
員
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

内
閣
官
房
専
門
調
査
員
（
以
下
「
専
門
調
査
員
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
務
を
十
分
果
た
せ
る
か
ど
う
か
を

判
断
基
準
に
人
選
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
専
門
調
査
員
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
性
別
、
年
齢
及
び
政
党
歴
に
つ
い
て
は
、
個
人
に
関
す
る
情

報
で
あ
る
た
め
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。

阿
部
理
絵
子
、
天
笠
義
和
、
岩
佐
充
則
、
榎
本
亜
希
子
、
大
沢
仁
、
緒
方
岳
、
岡
本
健
司
、
勝
浦
博
之
、
橘
川
こ
ず
ゑ
、

小
林
千
恵
、
坂
上
直
子
、
佐
々
木
憲
治
、
須
川
清
司
、
杉
田
裕
一
、
仙
波
春
生
、
田
鹿
文
隆
、
西
山
聡
、
野
村
順
子
、
ハ
ー

バ
ー
マ
イ
ヤ
ー
乃
里
子
、
花
岡
明
久
、
平
田
大
祐
、
増
尾
一
洋
、
三
浦
隆
伸
、
守
田
幸
子
、
安
田
彰
徳
、
横
田
昌
三
、
吉
�

博
ま
た
、
担
当
府
省
は
定
め
て
お
ら
ず
、
専
門
調
査
員
は
、
内
閣
官
房
長
官
の
指
示
を
受
け
て
、
各
府
省
の
大
臣
等
に
専
門

的
知
見
に
基
づ
い
た
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



専
門
調
査
員
は
、
内
閣
官
房
に
専
門
調
査
員
を
置
く
規
則
（
平
成
二
十
一
年
十
月
十
六
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
に
基
づ

き
、
内
閣
官
房
長
官
の
指
示
を
受
け
て
、
各
府
省
の
大
臣
等
に
専
門
的
知
見
に
基
づ
い
た
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

専
門
調
査
員
は
、
一
般
職
の
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
あ
る
が
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）

第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
及
び
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
人
事
院
規
則
等
に
よ
り
、
同
法
第
五
十
九
条
、

第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
七
条
、
第
百
二
条
か
ら
第
百
四
条
ま
で
、
第
百
六
条
の
二
第
一
項
、
第
百

六
条
の
三
第
一
項
、
第
百
六
条
の
四
第
九
項
、
第
百
六
条
の
二
十
三
、
第
百
九
条
第
十
八
号
並
び
に
第
百
十
二
条
各
号
の
規

定
は
適
用
さ
れ
な
い
。

四
に
つ
い
て

人
事
院
規
則
一
四－

七
（
政
治
的
行
為
）
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
「
諮
問
的
な
非
常
勤
の
職
員
」
と
は
、
意
見
を

求
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
、
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
等
を
そ
の
職
務
と
す
る
非

常
勤
の
職
員
を
い
う
と
解
し
て
い
る
。

二



五
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

専
門
調
査
員
は
、
職
務
上
、
そ
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
お
尋
ね
の
政
務
三
役
会
議
等
へ
の
出
席
等
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
例

は
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
大
臣
秘
書
官
の
職
務
を
代
行
す
る
こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
専
門
調

査
員
は
、
内
閣
官
房
長
官
の
指
示
を
受
け
て
、
各
府
省
の
大
臣
等
に
専
門
的
知
見
に
基
づ
い
た
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行

う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

専
門
調
査
員
は
、
職
務
上
、
そ
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
公
務
と
し
て
出
張
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
専
門
調
査
員
の
出
張

に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
旅
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
出
張
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
た
も
の
は
、
航
空
賃
、
鉄
道
賃

及
び
宿
泊
料
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
出
張
の
う
ち
旅
費
が
支
給
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
職
員
ご
と
に
�
出
張
先
、
�
出
張
目
的
、
�
旅

三



費
の
合
計
額
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
笠
義
和

�
熊
本
県
及
び
大
分
県

�
郡
司
農
林
水
産
副
大
臣
に
随
行

�
六
万
七
千
二
百
円

�
秋
田
県

�
赤
松
農
林
水
産
大
臣
等
に
随
行

�
四
万
四
千
円

�
福
岡
県

�
赤
松
農
林
水
産
大
臣
に
随
行

�
九
万
千
百
円

�
長
崎
県

�
赤
松
農
林
水
産
大
臣
等
に
随
行

�
七
万
千
円

�
岐
阜
県

�
赤
松
農
林
水
産
大
臣
に
随
行

�
二
万
千
五
百
八
十
円

小
林
千
恵

�
徳
島
県
及
び
高
知
県

�
内
藤
総
務
副
大
臣
に
随
行

�
七
万
八
千
五
百
円

�
北
海
道

�
内
藤
総
務
副
大
臣
に
随
行

�
平
成
二
十
二
年
三
月
十
六
日
時
点
で
未
精
算

須
川
清
司

�
米
国

�
意
見
交
換

�
平
成
二
十
二
年
三
月
十
六
日
時
点
で
未
精
算

�
沖
縄
県

�
平
野
内
閣
官
房
長
官
に
随
行

�
平
成
二
十
二
年
三
月
十
六
日
時
点
で
未
精
算

四



�
米
国

�
松
野
内
閣
官
房
副
長
官
等
に
随
行

�
二
十
四
万
三
千
九
百
二
十
円

�
沖
縄
県

�
平
野
内
閣
官
房
長
官
に
随
行

�
平
成
二
十
二
年
三
月
十
六
日
時
点
で
未
精
算

六
に
つ
い
て

五
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て
及
び
五
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
職
務
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
一
四－

七
（
政
治
的

行
為
）
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
「
人
事
院
の
指
定
す
る
こ
れ
ら
と
同
様
な
諮
問
的
な
非
常
勤
の
職
員
」
で
あ
る
専
門

調
査
員
の
職
務
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

五


